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に は 嬉しい。 疲れた 眼 を 彼等の 上に 休める こと も、 ま 

た 嬉しい。 如何に 美しい 体軀を 彼等 は 具えて いる こと 

ゝ o 

力 

然し、 それら 昆虫 類のう ちに も、 私が 許せない もの 

が 三 つ ある。 

その 一 つ は 蚊 だ。 血 を 求めて 飛び 廻って る 蚊 だ。 

次は蝇 だ。 夜の 光に 迷って る蝇 だ。 彼 は 決して 灯に 

憧れて るので はない。 ただ 迷って る だけで ある。 迷い 

ながら、 貪欲な 腹 を 波打た せて いる。 翼から 有毒な 粉 

を まきちらす 蛾で さえ、 歓喜のう ちに 飛んで るのに、 

蝇は足 先に 無数の 黴菌 をつ けながら、 なお 食餌 を あさ 
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